
高
速
道
路
の
開
通
で

人
気
観
光
地
が
一
気
に
近
づ
く

豊
岡
市
は
、２
０
０
５
年
に
１
市
５
町
が
合
併
し
て
で

き
た
、
兵
庫
県
一
面
積
の
大
き
い
市
。
こ
こ
で
今
、
丹
波

と
但
馬
を
結
ぶ
、
全
長
約
70

km
の
北
近
畿
豊
岡
自
動
車

道
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
７
年
３
月
に
は
、

八
鹿
氷
ノ
山
〜
日
高
神
鍋
高
原
間
が
開
通
し
た
。
最
終
的

に
は
山
陰
近
畿
自
動
車
道
と
も
接
続
す
る
。

完
成
す
れ
ば
、
京
阪
神
か
ら
豊
岡
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
一
気

に
向
上
す
る
。
城
崎
温
泉
や
神
鍋
高
原
な
ど
の
観
光
地
も

近
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
道
路
は「
大
交
流
の
道
」と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
ま
で
以
上
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
救
急
搬
送
が
可
能
に
な
り
、「
命
の
道
」と

し
て
、
さ
ら
に
、「
危
機
管
理
の
道
」と
し
て
も
重
要
な
役

割
を
担
う
。

下
流
部
の
河
川
勾
配
が
約
１
万
分
の
１
と
い
う
円
山
川

は
、
ほ
ぼ
水
平
で
、
ま
る
で
静
止
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

穏
や
か
な
川
だ
。
そ
の
反
面
、
大
雨
が
降
る
と
水
が
滞
留

し
や
す
く
、
豊
岡
は
幾
度
と
な
く
水
害
に
苦
し
ん
で
き
た
。

高
規
格
幹
線
道
路
が
あ
れ
ば
、
災
害
時
の
救
援
ル
ー
ト

と
、
周
辺
地
域
の
平
常
の
暮
ら
し
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
市
街
地
の
南
西
に
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
が

あ
り
、
東
京
か
ら
は
大
阪
乗
り
継
ぎ
で
最
短
２
時
間
10
分

で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

普
段
優
し
く
、
時
に
恐
ろ
し
い

〝
母
な
る
川
〟円
山
川

市
街
を
歩
く
と
、
静
か
に
流
れ
る
円
山
川
を
中
心
に
、

水
田
が
広
が
り
、
山
々
が
連
な
る
、
の
ど
か
で
美
し
い
景

色
が
目
に
映
る
。
豊
岡
の
人
々
に
と
っ
て
、
円
山
川
と
は

ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
だ
ろ
う
。

最
も
記
憶
に
新
し
い
大
水
害
は
、２
０
０
４
年
10
月
、

台
風
23
号
が
但
馬
地
方
を
襲
っ
た
時
の
こ
と
だ
。
堤
防
が

決
壊
し
、
床
上
浸
水
は
半
壊・
全
壊
を
含
め
５
０
０
０
世

帯
。
７
名
の
死
者
が
出
る
大
災
害
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
豊
岡
の
人
々
が
復
興
に
求
め
た
の
は
、
治
水

だ
け
で
は
な
く
、
再
び
美
し
い
円
山
川
を
取
り
戻
す
こ
と

だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
で
は

な
く
、
遮
水
シ
ー
ト
を
敷
い
て
土
を
か
ぶ
せ
、
草
が
青
々

と
茂
る
堤
防
が
つ
く
ら
れ
た
ほ
か
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
エ
サ
を

と
り
や
す
い
よ
う
、
河
川
敷
を
浅
く
広
く
掘
っ
て
水
量
が

確
保
さ
れ
た
。

時
に
氾
濫
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
豊
岡
の
人
々
に
と
っ

て
、
円
山
川
は
そ
れ
以
上
に
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
〝母
な

る
存
在
〟な
の
だ
。
自
然
に
抗
わ
ず
、
自
然
と
共
に
生
き

る
姿
勢
が
、
こ
こ
に
は
根
付
い
て
い
る
。

1. のどかな景色が広がる、水と緑に
恵まれた街・豊岡市。
2.水田などではコウノトリの姿を目に
することができる。

3.現・豊岡市役所の前に建つ旧庁舎は、2013年に曳家改修し、現在、市議会
場として使用、有形文化財として保存されている。 4.北近畿豊岡自動車道は現在、
日高神鍋高原まで開通。2017年３月には式典が行われた。 5.コウノトリ但馬空港。
大阪（伊丹）〜但馬間は 40分と空からのアクセスも便利。

1

6

3

45

2

二重円筒
ケーソン

波

波同士が
ぶつかる

北近畿豊岡自動車道北近畿豊岡自動車道

日高神鍋高原IC日高神鍋高原IC
（工事中）（工事中）

円
山
川

出
石
川

植村直己冒険館

コウノトリ
但馬空港 加陽湿地

神鍋高原

出石城跡

コウノトリの郷公園

玄武洞

豊岡市役所

柴山港
城崎温泉

482
426

178
178

北但馬全体MAP7

8

6. ケーソンは地上で製作し、海中に据え付ける。
その大きさは圧巻！　 7.曲面で波を受け流しながら、
波同士をぶつけて消波するシステム。 8.コンクリー
トの色や規則正しく並んだ窓で景観にも配慮。

春日氷上

青垣

山東
遠阪

和田山

養父

八鹿氷ノ山
日高神鍋高原
（仮）日高北

（仮）豊岡南

（仮）豊岡北

（仮）豊岡

高規格幹線道路MAP

　但馬地方の北部・日本海でも、自然を相手にした安
全確保のための工事が行われている。
　柴山港は、全国36港ある避難港の１つ。荒天時に
航行中の船舶が安全に港に避難できるよう、整備を進
めている最中だ。
　ここでは曲面で波を受け、円筒の内部で波同士をぶ
つけることで、波の圧力を低減する「二重円筒ケーソ
ン」という防波堤を採用。一般的な箱形ケーソンに比
べて船への波の跳ね返りも少なく、景観の面でも優れ
ている。全15函中の８函が、
現在、沖合に設置されている。

日本海側では柴山港にて
船舶の安全を守る整備事業が進行中。
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コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
生
き
る
街
と
し
て

環
境
保
全
と
経
済
の
活
性
化
を
両
立

豊
岡
市
長

中
貝  

宗
治
さ
ん

出石川

9.市内数カ所に人工巣塔が建てられていて、
コウノトリは主にそこで子育てをしている。　
10.コウノトリを間近で観察することのできる

「コウノトリの郷公園」。

9

（右上）整備後のイメージパース。
（右下）整備前の全体俯瞰。
（左）整備中の全体俯瞰。

加
か

陽
や

湿
しっ

地
ち

11.豊岡が生んだ偉大なる冒険家・植村直己の“人とこころ”を後世に伝える「植
村直己冒険館」。 12.植村直己冒険館外観。自然と一体化したデザインで、構
造物の大半が地中にある。 13.屋外のメモリアルウォールには、植村直己の生涯
と行動の軌跡が刻まれている。14.冒険に使われた装備品の数々。これを見るだけ
でも雪山の厳しさが伺える。 15.植村直己の人となりを熱く語る吉谷館長。

出石川

出石川

円山川

18

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
う

恵
み
豊
か
な
街
の
魅
力
を
満
喫

円
山
川
が
育
ん
だ
、
豊
岡
を
代
表
す
る
生
き
物
と
い
え

ば
コ
ウ
ノ
ト
リ
で
あ
る
。
豊
岡
は
、
環
境
の
悪
化
に
よ
っ
て

絶
滅
し
た
野
生
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
最
後
の
生
息
地
。
か
つ
て

は
円
山
川
の
浅
瀬
や
、
そ
の
流
域
に
広
が
る
水
田
を
エ
サ

場
と
し
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
息
し
て
い
た
。

数
の
減
少
を
受
け
て
、
人
工
飼
育
を
開
始
し
て
か
ら
ヒ

ナ
が
誕
生
す
る
ま
で
実
に
24
年
。
２
０
０
５
年
に
は「
コ
ウ

ノ
ト
リ
野
生
復
帰
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
り
、
つ
い
に
初
放

鳥
が
行
わ
れ
た
。
現
在
、
野
外
で
生
息
す
る
コ
ウ
ノ
ト
リ

は
１
０
０
羽
ま
で
増
え
て
い
る
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
甦
ら
せ
る
活
動
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
も

影
響
を
与
え
て
い
る
。
豊
か
な
生
態
系
を
取
り
戻
す
た
め
、

豊
岡
で
は
水
田
や
湿
地
を
再
生・
創
出
す
る
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
円
山
川
の
支
川・
出
石
川
の

加か

や陽
地
区
で
は
、
国
が
休
耕
田
を
買
い
取
り
、
地
域
と
連

携
し
て
人
工
湿
地
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
多
様
な
環
境
で
構

成
さ
れ
る
美
し
い
水
辺
に
、
何
羽
も
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
い

降
り
る
姿
は
壮
観
だ
。

２
０
１
２
年
に
は
、
円
山
川
下
流
域
及
び
周
辺
水
田
を

「
ラ※
１

ム
サ
ー
ル
条
約
」に
登
録
。
価
値
あ
る
取
り
組
み
を
行

う
街
と
し
て
、
さ
ら
に
認
知
度
が
高
ま
っ
た
。

ま
た
、
農
薬
に
頼
ら
な
い
農
業
を「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農

法
」と
し
て
確
立
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
で
経
済
効
果

も
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
農
法
の
米
を
使
っ
た
お
菓
子

な
ど
、
新
た
な
特
産
品
に
も
注
目
し
た
い
。

優
雅
に
空
を
舞
う
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
姿
は
、
人
と
自
然
の

共
生
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
誇
ら
し
げ
に
教
え
て
く
れ

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

円
山
川
が
育
ん
だ
地
場
産
業
と

大
自
然
に
挑
ん
だ
偉
人
た
ち

豊
岡
に
は
、
ほ
か
に
も
円
山
川
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
も
の

が
多
く
あ
る
。
１
つ
は
、
湿
地
に
自
生
す
る
コ
リ
ヤ
ナ
ギ

を
編
ん
で
つ
く
っ
た
カ
バ
ン「
柳や
な
ぎ
ご
う
り

行
李
」だ
。
こ
れ
が
現
在
の

カ
バ
ン
産
業
へ
と
発
展
し
、
豊
岡
は
国
産
カ
バ
ン
の
出
荷
額

日
本
一
を
誇
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
治
水
の
神
様
」と
言
わ
れ
た
沖
野
忠
雄
、「
砂

防
の
神
様
」と
言
わ
れ
た
赤
木
正
雄
と
い
う
２
人
の
偉
人

も
輩
出
し
た
。
常
に
円
山
川
と
共
に
あ
る
豊
岡
で
の
暮
ら

し
が
、２
人
に「
河
川
改
修
に
力
を
尽
く
す
」と
い
う
使
命

感
を
抱
か
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
も
う
１
人
、
豊
岡
が
生
ん
だ
偉
人
と
し
て
忘
れ

て
な
ら
な
い
の
が
、
世
界
中
の
人
か
ら
愛
さ
れ
た
冒
険
家・

植
村
直
己
で
あ
る
。
日
高
神
鍋
高
原
イ
ン
タ
ー
か
ら
す
ぐ

の
所
に
あ
る「
植※
２

村
直
己
冒
険
館
」を
訪
れ
る
と
、
想
像

を
絶
す
る
過
酷
な
挑
戦
と
、
不
撓
不
屈
の
精
神
が
肌
で
感

じ
ら
れ
て
、
思
わ
ず
息
を
飲
む
。

自
然
の
優
し
さ
と
恐
ろ
し
さ
、
そ
の
両
方
を
見
せ
る
円

山
川
が
、
自
然
を
受
け
入
れ
、
そ
の
中
で
逞
し
く

生
き
る
偉
人
た
ち
を
育
て
た
の
だ
ろ
う
。

※
2

植
村
直
己
冒
険
館
…
植
村
直
己
冒
険
館
は
、1
9
9
6
年
日
本
建
築
学
会
賞
、

　
　

2
0
0
8
年
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

※
1

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
…
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る

　
　

条
約
。
河
川
名
が
入
る
登
録
は
、
日
本
で
は
円
山
川
が
初
め
て
。
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